
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

令

和

七

年

度

県

統

計

調

査

の

実

施

統

計

分

析

課

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

転

車

港

湾

課

等

の

処

分

【

公

告

】

○

落

札

者

等

の

決

定

市

町

村

課

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

に

関

す

る

届

出

の

縦

経

営

支

援

課

覧

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

教

育

委

員

会

】

○

岡

山

県

教

育

委

員

会

公

印

の

寸

法

及

び

管

理

に

教

育

委

員

会

関

す

る

規

程

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

○

岡

山

県

教

育

委

員

会

文

書

規

程

の

一

部

改

正

〃

岡

山

県

公

報

令和７年７月１１日 第１２７１７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
号 

 

令
和
七
年
度
に
お
い
て
□
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

県
統
計
調
査
の
名
称
及
び
目
的 

１ 

名
称 

岡
山
県
景
況
調
査 

２ 

目
的 

県
内
の
製
造
業
及
び
商
業
を
営
む
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て
□
定
期
に
景
況
等
の
実
態
を
調
査

・
把
握
し
□
県
の
産
業
支
援
策
検
討
等
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
□ 

二 

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲 

１ 

地
域
的
範
囲 

岡
山
県
全
域 

２ 

属
性
的
範
囲 

県
内
の
中
小
企
業 

三 

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

１ 

報
告
を
求
め
る
事
項 

⑴ 
 

景
況
に
つ
い
て 

⑵ 
 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
□
事
業
継
続
計
画
□
に
つ
い
て 

⑶ 
 

米
国
の
関
税
政
策
の
影
響
に
つ
い
て 

⑷ 
 

コ
ロ
ナ
特
別
融
資
に
つ
い
て 

⑸ 
 

金
融
相
談
に
つ
い
て 

 

２ 

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

毎
年
五
月
一
日
□
八
月
一
日
□
十
一
月
一
日
及
び
二
月
一
日 

四 

報
告
を
求
め
る
者 

七
百
五
十
事
業
所 

五 

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法 

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
□
メ
□
ル
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ 

六 

報
告
を
求
め
る
期
間 

毎
年
五
月
□
八
月
□
十
一
月
及
び
二
月
の
上
旬 

七 

実
施
部
課
名 

産
業
労
働
部
経
営
支
援
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
一
号 

 

令
和
七
年
度
に
お
い
て
□
次
の
県
統
計
調
査
を
実
施
す
る
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

県
統
計
調
査
の
名
称
及
び
目
的 

１ 

名
称 

県
内
自
動
車
関
連
企
業
を
対
象
と
し
た
米
国
関
税
措
置
に
係
る
影
響
調
査 

２ 

目
的 

県
内
の
自
動
車
関
連
企
業
を
対
象
に
米
国
関
税
措
置
に
係
る
影
響
を
調
査
・
把
握
し
□
県
の
産

業
支
援
策
検
討
等
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
□ 

二 

県
統
計
調
査
の
対
象
の
範
囲 

１ 

地
域
的
範
囲 

岡
山
県
全
域 

２ 

属
性
的
範
囲 

県
内
の
自
動
車
関
連
企
業 

三 

報
告
を
求
め
る
事
項
及
び
そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

１ 

報
告
を
求
め
る
事
項 

⑴ 
 

米
国
関
税
引
上
げ
に
よ
る
売
上
げ
へ
の
影
響 

⑵ 
 

今
後
予
想
さ
れ
る
影
響 

⑶ 
 

期
待
す
る
支
援
策
等 

 

２ 

そ
の
基
準
と
な
る
期
日
又
は
期
間 

令
和
七
年
八
月
一
日
□
同
年
十
一
月
一
日
及
び
令
和
八
年
二
月
一
日 

四 

報
告
を
求
め
る
者 

八
十
事
業
所 

五 

報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法 

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査 

六 

報
告
を
求
め
る
期
間 

令
和
七
年
七
月
下
旬
か
ら
令
和
八
年
二
月
ま
で 

七 

実
施
部
課
名 

産
業
労
働
部
産
業
振
興
課 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
□
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
□
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
□ 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

ユ
ア
サ
薬
局 
大
高
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
西
中
新
田
二
〇―

一
三 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
七
月
一
日 

プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り
薬
局 
山
陽
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
磐
市
下
市
四
七
七―

一 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
七
月
一
日 

プ
プ
レ
ひ
ま
わ
り
薬
局 
玉
野
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
野
市
宇
野
一―

二
二―

一
四 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

令
和
七
年
七
月
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号 

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
□
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
□
以
下
□
条

例
□
と
い
う
□
□
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
転
車
等 

 
の
処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
□ 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

放
置
自
転
車
等
の
種
類
□
名
称
□
形
状
等
□
数
量
及
び
自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等 

                                     

二 

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
□
た
日 

 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 
白 

自
転
車 

二
〇
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
七
イ
ン
チ 

青 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

原
動
機
付
自
転
車 

銀 

自
転
車 

二
〇
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

白 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

白 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

白 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

緑 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黄 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黄 

自
転
車 

二
二
イ
ン
チ 

ク
リ
□
ム 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
四
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
四
イ
ン
チ 

紫 

自
転
車 

二
四
イ
ン
チ 

茶 

自
転
車 

一
二
イ
ン
チ 

銀 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

自
転
車 

二
六
イ
ン
チ 

黒 

原
動
機
付
自
転
車 

茶 

原
動
機
付
自
転
車 

茶 

原
動
機
付
自
転
車 

銀 

種
類
□
名
称
□
形
状
等 

 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

一
台 

 

数
量 

 

不
明 

不
明 

玉
野
Ａ
三
〇
八
八
九 

〇
一
Ｐ
七
〇
〇
三
六 

玉
野
Ｈ
一
三
五
四
九 

不
明 

徳
島
市
め
・
七
九
六 

不
明 

不
明 

不
明 

栄
一
七
〇
〇
二
五
八
八
〇
□
神
奈
川
□ 

〇
一
Ｑ
七
三
三
二
八 

不
明 

不
明 

〇
一
Ｒ
一
五
二
六
九 

〇
一
Ｑ
八
七
二
一
一 

〇
一
Ｑ
三
四
七
四
二 

〇
一
Ｑ
四
四
五
四
五 

玉
野
Ｈ
一
一
二
五
九 

岡
山
西
Ｊ
五
五
六
七
二 

不
明 

不
明 

玉
野
Ａ
三
〇
八
八
〇 

〇
一
Ｒ
六
二
八
八
〇 

岡
山
南
Ｊ
六
一
二
八
九 

不
明 

不
明 

不
明 

岡
山
西
Ｋ
三
四
三
五
八 

六
五
五
六
一
九
二
八
九 

直
島
町
あ
八
七
一
六 

玉
野
市
Ａ
五
二
八
三 

玉
野
市
Ａ
五
五
五
二 

 

自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等 
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令
和
七
年
六
月
二
日 

三 

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所 

玉
野
市
築
港
一
丁
目
地
先 

宇
野
港
フ
□
リ
□
タ
□
ミ
ナ
ル
東
駐
輪
場 

四 
こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
□
一
の
放
置
自
転
車
を
処
分
す

る
□ 

五 

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先 

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
宇
野
港
管
理
事
務
所 

玉
野
市
宇
野
一
丁
目
八
番
九
号 

電
話
番
号 

〇
八
六
三―

三
一―

三
二
一
一 
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□
三
一
八
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 

一 

借
入
件
名
の
名
称
及
び
数
量 

 
 

住
民
基
本
台
帳
ネ
□
ト
ワ
□
ク
シ
ス
テ
ム
代
表
端
末
機
器
等
賃
貸
借 

一
式 

二 

契
約
期
間 

 
 

令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

岡
山
県
県
民
生
活
部
市
町
村
課 

 
 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

 
 

令
和
七
年
六
月
十
九
日 

五 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｔ
Ｃ
リ
□
ス
株
式
会
社 

中
国
支
店 

 
 

広
島
県
広
島
市
中
区
立
町
二
番
二
七
号 

六 

落
札
金
額 

一
月
当
た
り
八
七
九
□
一
七
五
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
七
九
□
九
二
五
円
□ 

七 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

 
 

一
般
競
争
入
札 

八 

入
札
公
告
日 

 
 

令
和
七
年
五
月
九
日 
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□
三
一
九
□
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
□
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
□
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
□
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
□
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
□
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

届
出
事
項
の
概
要 

１ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

名
称 

□
仮
称
□
ド
ラ
□
グ
コ
ス
モ
ス
津
山
昭
和
町
店 

 
 

 

所
在
地 

津
山
市
昭
和
町
一
丁
目
三
七
ほ
か 

 

２ 

届
出
者
の
名
称
□
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 
 
 
 

名
称 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

 
 

 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

横
山 
英
昭 

 

３ 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
□
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 
 

 

名
称 

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
薬
品 

 
 

 

住
所 

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
〇
番
一
号 

 
 

 

代
表
者
の
氏
名 

代
表
取
締
役 

横
山 

英
昭 

 

４ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日 

 

５ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 
 
 
 
 

千
二
百
八
平
方
メ
□
ト
ル 

 
 

６ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

(1) 

駐
車
場
の
収
容
台
数 

四
十
台 

 
 
 
 

(2) 

駐
輪
場
の
収
容
台
数 

十
台 

 
 
 
 

(3) 

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積 

二
十
七
平
方
メ
□
ト
ル 

 
 
 
 

(4) 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量 

九
立
方
メ
□
ト
ル 

 
 

７ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

(1) 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻 

 
 

 
 

午
前
九
時 

 
 
 
 

(2) 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻 

 
 

 
 

午
後
十
時 

 
 

(3) 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分
ま
で 

 
 
 
 

(4) 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数 

二
箇
所 

 
 
 
 

(5) 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で 

二 

届
出
年
月
日 

 
 

令
和
七
年
六
月
二
十
五
日 

三 

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所 

 
 

１ 

縦
覧
の
期
間 

 
 

 

令
和
七
年
七
月
十
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
一
日
ま
で 

 

２ 

縦
覧
の
場
所 

 
 

 

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
津
山
市
産
業
文
化
部
商
業
・
交
通
政
策
課
並
び
に
岡
山

県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
ホ
□
ム
ペ
□
ジ 
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□
三
二
〇
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

玉
野
市
滝
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
六
月
三
十
日
か
ら
同

年
八
月
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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□
三
二
一
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

津
山
市
下
高
倉
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
基
準
点
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
五
月
二
十
日
か
ら
同

年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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□
三
二
二
□
測
量
法
□
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
□
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
美
作
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通

知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

美
作
市
五
名
地
内 

測

量

区

域 

公
共
測
量
□
用
地
測
量
□ 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
七
月
一
日
か
ら
同
年

十
二
月
二
十
五
日
ま
で 

測

量

期

間 
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□
三
二
三
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

赤
磐
市
津
崎
字
丸
田
一
一
八
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
□
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
東
区
南
古
都
一
三
四
番
地
三
八 

青
空
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

石
原 
大
介 

岡
山
市
北
区
大
内
田
八
二
〇
番
地
七 

シ
□
ア
□
ル
物
流
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

大
久
保
泰
造 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
三
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
四
号 
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□
三
二
四
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

小
田
郡
矢
掛
町
里
山
田
字
北
原
九
四
七
番
六
□
九
五
二
番
三
□
九
五
二
番
七
□
九
五
二
番
一
二
□

九
五
二
番
一
三 

□
九
五
二
番
一
四
□
九
五
二
番
一
六
□
九
五
三
番
一
□
九
五
三
番
五
□
九
五
三

番
六
□
九
五
四
番
五
□
九
五
四
番
六
□
九
五
四
番
七
□
九
五
四
番
九
□
九
五
四
番
一
一
□
九
五
四

番
一
二
□
字
堤
外
一
〇
一
二
番
一
の
一
部
□
一
〇
一
二
番
二
の
一
部
□
一
〇
一
三
番
の
一
部
□
一

〇
一
六
番
一
の
一
部
□
一
〇
一
六
番
三
の
一
部
□
字
北
原
九
五
二
番
七
地
先
道
□
九
五
三
番
一
地

先
堤 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
□
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
三
〇
一
八
番
地 

矢
掛
町 

矢
掛
町
長 

山
岡 

 

敦 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
三
月
二
十
七
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
一
号 
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□
三
二
五
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
□
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
七
年
七
月
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

赤
磐
市
津
崎
字
丸
田
一
一
八
番
一 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

緑
地 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
□
開
発
登
録
簿
は
□
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
□
□ 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
□
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

岡
山
市
東
区
南
古
都
一
三
四
番
地
三
八 

青
空
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

石
原 

大
介 

岡
山
市
北
区
大
内
田
八
二
〇
番
地
七 

シ
□
ア
□
ル
物
流
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

大
久
保
泰
造 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
七
年
三
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
四
号 

 

令和７年７月１１日　岡山県公報　第１２７１７号



◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号

岡
山
県
教
育
委
員
会
公
印
の
寸
法
及
び
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

令
和
七
年
七
月
十
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

岡
山
県
教
育
委
員
会
公
印
の
寸
法
及
び
管
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
教
育
委
員
会
公
印
の
寸
法
及
び
管
理
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
岡
山
県
教
育
委
員
会

規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
押
印
し
よ
う
と
す
る
書
類
に
起
案
文
書
そ
の
他
証
拠
書
類
を
添
え
」
を
「
岡
山

県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
（
平
成
八
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
第
一
条
の
二
第
一
項
第
四

号
に
規
定
す
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
」
に

「
提
示
し
て
」
を
「
申
請
し
て
」
に
改
め
、
同
条

、

第
二
項
中
「
起
案
文
書
に
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
」
を
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
承
認
の
登
録
を
し
な

け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

教
育
政
策
課
長
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
と
認
め
た
場
合
は
、
押
印
し
よ
う
と
す
る
書
類
に

起
案
文
書
そ
の
他
証
拠
書
類
を
添
え
、
公
印
保
管
者
又
は
公
印
取
扱
者
に
提
示
し
て
審
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、

、

４

公
印
保
管
者
又
は
公
印
取
扱
者
は

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
印
の
使
用
を
適
当
と
認
め
た
と
き
は

起
案
文
書
に
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号

庁

中

一

般

岡
山
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
（
平
成
八
年
岡
山
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

令
和
七
年
七
月
十
一
日

岡

山

県

教

育

委

員

会

第
一
条
の
二
中
第
四
号
を
第
六
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
文
書
等
の
収
受
、
起
案
、
決
裁
、
保
存
、
廃

棄
、
移
管
そ
の
他
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
一
連
の
事
務
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。

五

電
子
決
裁

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
利
用
し
て
電
子
的
方
式
に
よ
り
電
子
文
書
の
決
裁

を
行
う
方
法
を
い
う
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

文
書
等
の
処
理
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
政
策

課
長
が
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
認
め
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
係
る
課
内
の
基
本
的
な
設
定
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
の
見
出
し
中

文
書

を

文
書
等

に
改
め

同
条
中

文
書

を

文
書
等

に

次

「

」

「

」

、

「

」

「

」

、「

の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む

）
中
「
文
書
」
を
「
文
書
等
」
に
改
め
る
。

。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
文
書
は
」
を
「
文
書
等
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
文
書
」
を
「
文
書

等
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
関
わ
ら
ず
」
を
「
か

か
わ
ら
ず
」
に
改
め
る
。

「

」

「
（

。

。
）
」

第
十
六
条
中

収
受
し
た
文
書
等

の
下
に

電
子
文
書
を
除
く

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

、

「

、

（

）

を
加
え

同
条
第
二
号
中

別
に
定
め
る
措
置
を
と
る
も
の
を
除
き

文
書
管
理
台
帳

様
式
第
三
号

に
所
要
事
項
を
記
入
す
る
」
を
「
電
子
文
書
に
変
換
し
、
所
要
事
項
と
と
も
に
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に

登
録
す
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
電
子
文
書
へ
の
変
換
に
適
し
な
い
文
書
と
し
て
教
育
政
策
課
長
が
定
め
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
そ
の
登
録
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
六
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

別
に
定
め
る
措
置
を
と
る
も
の
を
除
き
、
教
育
政
策
課
長
が
前
号
本
文
の
規
定
に
よ
り
難
い
と

認
め
た
場
合
は
、
文
書
管
理
台
帳
（
様
式
第
三
号
）
に
所
要
事
項
を
記
入
す
る
こ
と
。

第
十
六
条
の
二
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
収
受
し
た
電
子
文
書
は
、
軽
易
な
も
の
を
除
き
、
電
磁
的
記
録
と
し
て
取
り

込
み
、
所
要
事
項
と
と
も
に
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
た
上
で
、
前
条
第
四
号
及
び
第
五
号
の

規
定
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
課
の
分
掌
に
属
し
な
い
も
の
は
、
主
務
課
に

速
や
か
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

別
に
定
め
る
措
置
を
と
る
も
の
を
除
き
、
教
育
政
策
課
長
が
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
難
い
と
認

め
た
場
合
は
、
文
書
管
理
台
帳
に
所
要
事
項
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
十
六
条
第
三
号
」
を
「
第
十
六
条
第
四
号
又
は
前
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
事
務
の
処
理
に
当
た
っ
て
は
」
を
「
教
育
政
策
課
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
り

難
い
と
認
め
た
場
合
は
」
に

「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項

、

た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
」
を
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
」
に

「
簡
易
」
を
「
軽
易
」
に
改
め
、
同
項
を

、
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同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

事
務
の
処
理
は
、
事
務
担
当
者
が
、
処
理
期
限
等
所
要
事
項
及
び
そ
の
処
分
案
を
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
に
登
録
し
て
、
電
子
決
裁
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
中
「
処
分
案
」
を
「
処
分
案
が
登
録
さ
れ
た
電
子
文
書
又
は
処
分
案
」
に

「
以
下
」
を

、

「
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
」
に

「
簡
明
に
し
、
字
句
を
添

、

削
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
」
を
「
簡
明
に
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

２

起
案
文
書
の
文
案
は
、
起
案
用
紙
を
用
い
て
起
案
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
字
句
を
添
削
し
た
と

き
は
、
こ
れ
に
認
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
次
の
各
号
」
に

「
も
の
は
起
案
用
紙
の

、

取
扱
区
分
欄
に
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
は
起
案
用
紙
の
発
送
区
分
欄
に
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
各
号
」
を
「
も
の
は
、
当
該
各
号
」
に

「
記
入
し
」
を
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
」

、

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
赤
色
の
付
せ
ん
を
起
案
用
紙
の
上
部
に
は
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
文
書
管
理

シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
起
案
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
至
急
の
取
扱
い
を
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録

し
、
起
案
用
紙
を
用
い
て
起
案
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
起
案
用
紙
の
上
部
に
赤
色
の
付
箋
を
貼
ら
な

け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
起
案
文
書
の
う
ち
起
案
用
紙
に
よ
る
も
の
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
取
扱
い
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
取
扱
い
の
種
類
を
起
案
用
紙
の
取
扱
区
分
欄
及
び
発
送
区
分
欄
に
記
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
起
案
文
書
」
の
下
に
「
の
う
ち
起
案
用
紙
に
よ
る
も
の
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
の
文
書
等
」
を
「
文
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
文
書
等
は
」
を
「
文
書

の
う
ち
起
案
用
紙
に
よ
る
も
の
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
完
結
文
書
は
」
を
「
完
結
文
書
（
電
子
文
書
を
含
む
。
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十

四
条
ま
で
及
び
第
三
十
六
条
に
お
い
て
同
じ

）
は
」
に
改
め
る
。

。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
六
条
に
規
定
す
る
文
書
管
理
台
帳
」
を
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
等
」
に
改
め

る
。第

二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
発
送
文
書
の
処
理
）

決
裁
を
受
け
た
文
書
等
の
う
ち
、
規
則
、
訓
令
、
告
示
及
び
一
連
番
号
を
付
す
る
公
告

第
二
十
七
条

に
つ
い
て
は
教
育
政
策
課
に
お
い
て
令
達
番
号
簿
（
様
式
第
六
号
）
に
、
そ
の
他
の
発
送
文
書
に
つ

い
て
は
主
務
課
に
お
い
て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
文
書
番
号
等
所
要
事
項
を
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
教
育
政
策
課
長
が
こ
れ
に
よ
り
難
い
と
認
め
た
場
合
は
、
文
書
発
送
番
号
簿
（
様

式
第
七
号
）
に
所
要
事
項
を
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

２

発
送
文
書
が
起
案
用
紙
に
よ
る
起
案
文
書
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
起
案
用
紙
に
文
書
番
号

及
び
施
行
年
月
日
を
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
八
条
第
二
号
中
「
起
案
用
紙
」
を
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
校
合
者
情
報
を
登
録
し
、
起
案

用
紙
を
用
い
て
起
案
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
起
案
用
紙
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
た
め
に
文
書
を
提
示
さ
れ
た
」
を
「
た
め
の
申
請
が
あ
っ
た
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
存
年
限
の
特
例
）

電
子
文
書
に
変
換
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
保
存
を
要
す
る
も
の
を
除

第
三
十
二
条
の
二

き
、
一
年
未
満
の
保
存
年
限
を
設
定
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
保
存
年
限
が
一
年
未
満
の
完
結
文
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
書
を
作
成
し
、
又
は
取
得
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し
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

第
三
十
四
条
第
一
号
中
「
編
冊
」
を
「
文
書
の
編
冊
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
編
冊
の
題
名
」

を
「
簿
冊
名
（

編
冊
の
題
名
」
を
い
う

」
に
改
め
る
。

「

。
）

第
三
十
四
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
電
子
文
書
の
保
存
）

電
子
文
書
（
電
子
メ
ー
ル
を
含
む

）
は
、
軽
易
な
も
の
を
除
き
、
文
書
管
理
シ

第
三
十
四
条
の
二

。

ス
テ
ム
に
記
録
し
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文
書
管
理
者

が
定
め
る
記
録
媒
体
に
記
録
し
て
保
存
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
の
文
書
目
録
」
を
「
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
記

（

）
」

、

「

」

録
し
て
保
存
す
る
電
子
文
書
の
文
書
目
録

簿
冊
管
理
表

に
改
め

同
条
第
二
項
中

文
書
目
録

の
下
に
「

簿
冊
管
理
表

」
を
加
え
る
。

（

）

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
文
書
」
を
「
文
書
等
」
に

「
印
影
」
を
「
電
子
文
書
以
外
の
文
書
等
に

、

つ
い
て
は
、
印
影
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
九
条
中
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
」
を
「
前
条
第

一
項
」
に
改
め
る
。「

「

取
扱
区
分

取
扱
区
分

□
取
扱
注
意

□
取
扱
注
意

様
式
第
四
号
中

を

に
改
め
る
。

□
例

規
□
例

規

□
公
報
掲
載

」

」

様
式
第
十
号
中
「

」
を
「

」
に

「

」

フ
ァ
イ
ル
管
理
表

簿
冊
管
理
表

フ
ァ

イ
ル

名

、

を
「

」
に
改
め

「

」
を
削
る
。

簿
冊

名
合
計

冊

、

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
岡
山
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
令
和

六
年
度
以
前
に
完
結
し
た
文
書
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

３

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
教
育
委
員

会
文
書
規
程
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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